この 元日に 飛行機に のった。 三月 ごろから 内地に 航 

空路が できる に ついて 読売 新聞で 試験飛行 を やった。 

それに 乗った ので ある。 ノ— ス ウェスト 航空会社の D 

C 四 型と いう 四 発 機。 四千 五 百メ — トルぐ らいの 高度 

で大阪 まで 往復した の だが、 戦前までの 航空 旅行の 概 

念と はよ ほど 違って いる。 煖房 は 完備して いるし、 ど 

ういう 仕掛 だか 空気 は 常に 室内に 充満して いるし、 雲 

海の 上 へで ると アスファルトの 路上 を 高級 自動車で 走 

るよりも 動揺が ないし、 プロべ ラの 音に 妨げられずに 

会話が できる し、 両耳へ 無電 かなん かの 管 を はめこん 

だ 飛行士 は タパ コを 吸い チュ ー インガム を かみ 談笑し 



中に 持たせて よこす。 表紙に は 随筆と 墨書して あるが、 

中味 は ペンで 書いた もの だ。 ここの 先々 代が 古老の 話 

を 書きと めて おいた ものである。 これが 大 そう 役に 

立った。 なぜなら、 この 聞き書き は、 神宮よりも 主と 

して 市井の 小祠に ついて 記された もので、 庚 神 だの 道 

祖神 などに ついて 録 されて いたから だ。 一例、 次の 如 

し。 道祖神と いう もの は、 通例、 道の 岐れ ると ころに 

在る もの だが、 宇治山 田の はそう でな く 何でもな いと 

ころに 在る のが 多い。 それにつ いて、 辰 五郎と いう 古 

老 (勿論 今 は 死んで いるが、 当時 八十 五) の談 による 

と、 昔 は岐れ 道に あつたが、 慶応四 年 行幸の あつたと 



中部 山岳地帯の 谷川 ともなれば、 真夏で も、 五 秒 間 膝 

から 下 を 入れて いられない ほど 身 を 切る 冷めた さの も 

の だ。 神楽 殿で ニヮ トリがない ている。 鶏 小屋 を のぞ 

きこんだ が、 暗くて、 どんな ニヮ トリ だか シ 力と 見え 

なかった。 拝殿 前で 一 人の 衛士 とすれ 違う。 これが 我 

らの 往復に 於て 道で すれちがった 唯一 の 人物であった。 

戻り道で 夜が 明け そめる。 断 雲が 四散し、 一 面に 美し 

い 青空 一 色に なろうと している。 神楽 殿に 灯が ともり 

白衣の 人々 が 起きて 働き だしてい る。 我ら を 見て 白衣 

の 人 一人、 お札 を 売る 所の 灯 をつ ける。 よって 神材の 

クズで 作った エト (つまり 今年 は 兎) のお 守り、 ェハ 



ら 推して 荒々 しい 神様で ある こと は 想像で きる。 荒々 

しいと いう 意味 は、 その 裏側に、 その 神の 一生が 悲劇 

的であった、 という こと を 意味して おり、 その 悲劇的 

な 一生に 寄せる 民衆の 同情が、 その 神の 怒り や 荒々 し 

さの 肯定と な つ て 現れても いるので ある。 

本殿 裏が 蘇 民の 森 だが、 裏へ まわって みると、 この 

森 はどう 考えても 古墳で ある。 その 古墳 は 神殿の 真 後 

の 円形の 塚 一 ッ であるか、 更に その後の 山 もふくめ て 

特殊な 形 をな している のか 私な どに は 分らない が、 塚 

である こと だけ は 確かな よう だ。 そして、 例の 私の 悪 

癖た る タン ティ 眼に よると (学者の 鑑定 眼と ちがって 



私の は 探偵 眼 だからな さけない) 不詳 一座と いう 名な 

しの 神様が この 塚の 中に 眠りつつ ある 当人で あり、 思 

うに 旧 一 一見 ケ浦 マ— ケット の 親分 あたりで はない かと 

思う ので ある。 

さて、 私が いと も 不思議な タン ティ 眼 を 臆面もなく 

ルルと 述べ 来った 理由 をお 話しなければ ならない こと 

にな つ てきた。 

伊勢の 国、 宇治山 田と いえば、 大神宮、 天皇家の 祖 

神 を 祭る 霊地で あり、 天皇家に 深く 又 古い ツナ ガリの 

ある 独特の ものが 民家の 中に も ひそんで いようと 思わ 

れる のが 当然な ので ある。 ところが 実情 はそう ではな 



るに ひきかえて 自分 は ピエロに される という、 こうい 

う 定めの 人間 はいつ の 時代に もい るので ある。 

伊勢 は 天孫 族の 祖神 を祀る 霊地で あると いうよりも、 

征服者と 被 征服者の 暗黙の カツ トウ を 生々 しく はらみ、 

一脈 今日の 世界に 通じる 悲劇 発祥の 地、 人間の 悲しい 

定めの 一 ッを 現実に 結実した 史 地と 見て は 不可で あろ 

ク ゝ o 

う 力 

* 

私 は 伊勢へ 旅立つ に 当り、 大神宮 や 猿 田彦の ほかに、 



の 歴史 は その 頃からの 古い ものである らしい。 だいた 

い 海産物の 中で もナ マコ を 食うな どと は甚 しく 凡庸な 

ら ざる 所業で、 よほど 海の 物 を 食い あげた 上で なけれ 

ば 手が 出な いように 思われる が、 志 摩 人 は 原始時代 か 

ら 海の 物 を モリ モリ 食って いたのであろう。 ナ マコ だ 

の コンニ ャクを 最初に 食 つ た 人間 は 相当の 英雄 豪傑に 

相違ない。 

齚久で 私たちの 接待に 当った 老女 中 は 海女 村の 出身 

で、 その 半生 を 転々 と 各地の 旅館の 女中で 暮 してきた 

という 大奥の 局の ような 落ちつき 払った 人物であった _ 

四月から 十月まで が 海女の 働く シ ー ズ ンで、 冬に は 四 



牛 独特の 美しい カノ コシ ボリの 牛肉が 仕上る の だそう 

だ。 どうも 本居宣 長の 故里で あり、 牛肉まで 神話の 如 

くに 神秘的 だ。 

松阪 牛と いうの は、 松阪で 生れた 牛で はない ので あ 

る。 生れ は 兵庫県 キノ サキ、 つまり 神 戸 牛の 仔牛。 こ 

れを 和歌 山で 二三 歳まで 育て、 最後に 松阪へ つれてき 

て 三月から 半年 かけて 育成、 最後の 仕上げ をす る。 松 

阪が 最後 の 育成 に 適して いるの は、 薬草な ど が 自生し 

ている 土地柄に もよ るが、 肥育の 第 一番の 秘訣 は 愛撫、 

愛情で あると いう。 たまに サ イダ —> h 本に ナマ卵 をぶ 

ち こみ 泡の 立つ 奴 を 牛に のませた りする こと も 秘訣 だ 



けれども、 実際 は 愛情、 主人の 情が 牛に 通じる ことに 

よって、 牛が スク スク 肥育 するとい うので あるが、 こ 

のへん は 伊勢 神話の 現代 篇 としてお 聞きと り 願う。 松 

阪 くんだり へ 来て、 奇妙な 教祖に 会った もの だ。 この 

教祖 は 来客が あって 昼 酒 をし たたかき こし めし グデ ン 

グデン に 酔って 口 レツが よく 廻らない ので ある。 

「私 は 六十 を だいぶ 過ぎて いますが、 まだ この 通リ。 

毎日 松阪 牛肉 を 食べ るからで」 

教祖 は 私 を おびやかす。 この 時 だけ は、 ちょ ッと驚 

いた。 あんまり 教祖 的で ありすぎ るから ゴ セン タク を 

そっくり Is! 用す る 勇気が くずれる の だ。 彼 はう ち 見た 
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